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１．はじめに
本稿は，障害者に対する正しい理解と共感が
あれば将来「障害者」とか「健常者」とかとい
う言葉を使わずに自然体でお互いを認め合い，
不自由さを補い合う共生（ともいき）という生
活を社会的に実現することが可能であるという
考えから研究を行い，そのための障害者福祉教
育が特に重要だという視点で，今回まで４回に
わたって研究してきた障害者福祉教育の課題を
まとめ，将来の障害者福祉教育の進め方の資と
するものである。
２．今日までの研究経過
障害者福祉教育の課題（Ⅰ）①
研究方法
幼児教育学科の178名の学生に対して，
施設実習後にアンケートを行い，その結果
を分析した。
研究結果
障害理解の深さは，触れ合い体験の量と
質に関係する。本学において実施している，
２週間宿泊で行う実習で生活を通して触れ
合い体験したことが，障害者観の転換につ
ながる重要な教育であることが分かった。
課題
実習前と実習後で学生の障害者観がどの
ように変化したかを明らかにして評価する
こと。
また，一方で障害者施設で実習できなか
った学生および教科によって実習体験ので
きない学生に対して，どのような教育場面
を設定すれば理解をふかめることができる
のかということが教育課題となった。
障害者福祉教育の課題（Ⅱ）②
研究方法
前項で施設実習が障害者理解に果たす重
要な教育課題であることがわかったが，さ
らにそのことを明確にするため，２年間に
わたり，同じ学生を対象に，実習前と実習
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後の２回にわたって障害者観がどのように
変化したかをアンケート調査し，分析した。
研究結果
「密接に触れ合う実習という経験が障害
に対する理解を深める」という仮説をもと
に研究してきたのであるが，実習前と実習
後の調査結果から，実習が障害者観の転換
に大きく関わる事が明確になった。
実習前には，触れ合いが少なく，多くの
学生が，障害のある人は特別な存在であり，
不安を抱いていたという結果が出たが，実
習後には，触れ合うことによって，以前に
抱いていた感情が，誤解であると気付き，
正しい障害者観を持つことができるきっか
けになった事がわかった。
それは，「障害者」という特異な視点で
はなく，実際に目の前にいる「ひとりの人」
として，その人に向き合い，その人の個性
や，心のありかた，行動の意味を知ること
で理解が深まるということが分かった。
また，それは同時に，自己の内面と向き
合うことでもあり，それらのことによって，
実習によって障害者観の転換が図られるこ
とが結果として明確になった。
課題
障害者観の転換に至った実習での具体的
な体験を整理し把握すること。
また，それに加えて，実習だけでなく学
生の幼少期からの障害者とのふれあい体験
の有無が障害者観にどのような影響を与え
ている。ことがアンケート調査で分かった
ので，そのことを併せて，どのような障害
者福祉教育を構成することが必要かが課題
となった。
障害者福祉教育の課題（Ⅲ）③
研究方法
前２回にわたるアンケート結果をもと
に，第３回のアンケート調査では，前回の
調査で日常での生活体験も大きな影響を与
えているという事が分かったので，新しく
「障害者観を変えた出来事と年齢」という
項目を付け加え，アンケート調査し，質的
分析を行った。
研究結果
中間的まとめとして，実習体験における
エピソードを分析する作業によって，具体
的にどのような経験が障害者観の転換につ
ながるのかが明らかになった。
さらに，新しいアンケート項目「障害者
観を変えた出来事と年齢」という学生の生
活領域に及ぶ障害者とのふれあい体験を加
え，調査，分析することにより，実習とい
う学習だけでなく，広い障害者理解への体
験学習が障害者理解には必要だということ
を知り得た。
さらに，そのことは「共生」という段階
に向けて重要な内容であることも理解で
き，教育プログラム作成の課題が明確にな
った。
課題
障害者福祉教育において，実習の果たす
役割は重要であるが，さらに実習だけでは
ない具体的体験や，幅広い触れ合いが重要
であるということが分かった。
さらに，今後，教育プログラムとして具
体的体験や触れ合いを組み込んで，展開し
ていくことが課題となった。
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障害者福祉教育の課題（Ⅳ）④
研究方法
「障害者福祉教育の課題（Ⅲ）」で出た
「実習」と「体験」が教育プログラムで重
要であるという結果を踏まえて，アイマス
ク体験を実施してみた。
「実習」と「体験」という異なる２つの
教育方法において障害者観はどのように変
化するかを比較，分析した。
研究結果
１．実習
「実習」は専門性を身につけ，サポート
する事を実地で学ぶため，客観的に障害者
と向き合うことができる。
その経過の中で，自分の心の動きや，今
までの価値観と向き合わざるを得ない。そ
のなかで，新しい発見をし，自分の今まで
の価値観や新しい発見のなかで「揺らぎ」
が生じる。「揺らぎ」は自分の中の様々な
気持ち，時には優しい感情や､また，自分
の中にある偏見に気付くことになる。この
「揺らぎ」の時期を通って本当の自分の気
持ちに気付き「みんな一緒」という言葉に
封じ込めた差異を認め，さらにそのうえで
共に生活できる社会へと理解を進めていく
ことが可能になることがわかった。
２．体験
「体験」では自分だったらと感じるとこ
ろから始まり､障害を自分の事としてとら
えることに近づく。
今回はアイマスク体験を実施したが，体
験の効果とは体験した障害，ここでいえば
視覚障害者の不自由さを感じるにとどまら
ず､町で障害者や高齢者にあったとき､「自
分にできることはないか」という気持ちを
抱き､声をかける事ができるという実践に
つながる結果が出た。
以上２つの教育プログラムは障害理解に
有効であることがわかった。
課題
実習や体験において自分と向き合う事
が､障害者理解には大切であることがわか
った。
プログラム作成にあたっては「自己覚知」
ともいえる体験を織り込んだ具体的な障害
者理解教育のプログラムの作成をしなけれ
ばならないことが分かった。
３．学習形態と障害理解の関連
本章では実習，体験学習という学習形態と，
それ以外の学生の生活における障害者との触れ
合い体験と，３者を通して障害者理解との関係
について述べる。
それぞれに目的，学ぶ機会なども異なるため
そのことも含めて述べる。
１．実習
実習とは，専門性を必要とする資格取得にお
いて，実地に身を置き，その専門性について学
ぶことである。
施設実習においては，生活の場に身を置き，
その生活の流れや，そこに暮らす人々の心理を
客観的に見つめることにより，より良い援助の
方法や専門職としての倫理，人の尊厳などにつ
いて学ぶことである。
実習により，施設を利用する人々と向き合い，
自分の考えや意識の奥にある気持ちに気付くな
ど，深く学習できるものであり，実習は専門職
を目指すには欠かすことの出来ない学習形態で
ある。
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２．体験学習
体験とは，そのことを自分の事として経験す
ることを意味する。
体験学習とは，自分の事として経験した物事
を通して学ぶことを言う。
障害理解教育における体験学習は，そのこと
を行うことにより，自分がその人の立場だった
らと，相手の立場に立って考えることが出来や
すくなる。
体験は，実習のように客観的ではないが，短
時間であっても，体験することにより，人の視
線や，歩いたり，走ったり，音を聞くことの出
来ない不自由さを感じ，自分がサポートされる
ならこうして欲しい，このような時にサポート
して欲しいというようにサポートをする時のポ
イントを知ることが出来る。逆に，これはされ
たくない，この様な事はしてはいけないという
ことも思い至ることができる。
体験のみで障害理解が出来るわけではない
が，個人と個人の関係を持つ，ふれ合い体験へ
とつながりやすい学習形態である。
３．触れ合い体験
触れ合い体験は，上記２つが教育の中で経験
する学習形態であるのに対し，個人の日常生活
の中で，また，ボランティアや身近な人と触れ
合うことのより，障害者としてどういうサポー
トを必要としているという一般的立場からでは
なく，個人としてその人が何を必要としている
のだろうかと，自分との関係において，個人レ
ベルで考えることが出来るようになる。それに
は，どの様な理由であれ，自然な状態での出会
いによる自由で，積極的な意思が働き，より深
く，理解しあえる個人レベルでの生活に根ざし
た体験である。
４．障害理解と教育プログラム
前項で学習形態と障害理解との関係を基本に
見てきた。本章では体験学習を中心にした教育
プログラムの試案を立てる。
ここで考察する障害理解のための教育プログ
ラムとは「障害」や「障害者」を理解すること
ではなく，他者をどのように理解し，必要なら
ばどのように援助が出来るかという入り口に立
つ理解教育，言い換えれば，人間理解教育なの
だと考える。
しかし，体験学習で課題となることは，すべ
ての障害が体験できるものではないということ
である。体験で理解できる障害は，その障害の
持つ一部でしかなく，障害の全てを理解しきれ
るものではない。
そのことを充分把握した上で，障害者福祉教
育のプログラム試案を立てる。
４－１．体験を中心としたプログラム
「体験」を通して，視覚障害や聴覚障害，車
椅子のサポートのあり方を学び，日常どのよう
なことに不自由さを感じているのかを感じ取
る。
「体験」が不安を残して終わるのではなく，
実践に結びつくことが体験の目的である。
視覚障害の体験
ステップ１　アイマスク体験
アイマスクをしてペアになり学内を歩く。
先ず，２人１組で１人がアイマスクをし，１
人が誘導をする。この段階では危険なことの
み注意して手引き（誘導）の方法は細かく伝
えない。役割を代わって交互に体験する。
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ステップ２　振り返り
ステップ１でサポートをされたときどの様に
感じたか｡どうしてほしかったかまたは，ど
うされたことで安心を得られたかを振り返
る｡
同時に，自分が手引きするときにどの様なこ
とが困ったかを振り返る。
ステップ３　正しい手引きの方法を学習
①最初にサポートをする前の挨拶の仕方。手引
きが必要かどうかをたずねる｡その上で必要
ならばどの様にすればよいかを確認する。
②正しい手引きの方法を学ぶ。正しい手引きと
は，手引きする人は，右腕の肘のあたりを持
ってもらい，２人が同じ方向を向いて，必ず
見える人が半歩前を歩くよう心がける。
手引きが終わって，立ち去るときは，必ず周
りの状況や目の不自由な人が向いている方向
や状況を伝える。（ライトハウス「白い杖を
よろしく！」より抜粋）
③ステップ1のように手引きの方法を知らない
でサポートすることは危険につながることが
多い｡また，手引きの方法を知らなくても相
手にどの様にしたらいいかをたずね，周囲の
状況を適切に伝えることができれば，誘導さ
れた人の不安は少なかったはずであることを
ここで確認する。
ステップ４　正しい方法で手引きを行う
方法はステップ１と同じであるが，正しい手
引きの方法を学習し，それに従って行う。
ステップ５　振り返り
ステップ１とステップ４を比較してどの様に
感じたかを振り返る。正しい手引きが視覚障
害者に安心を与えること，さらに，多くの情
報を言語化することの大切さを学ぶ。
ステップ６　日常生活を知る
ビデオや講演により，視覚障害者の日常生活
を知り，サポート体験を実践に結びつけるよ
う理解を深める。
聴覚障害の体験
ステップ１　音のない状態を経験する
防音装置のある部屋で半分の学生は耳栓をし
てテレビの音を小さくしてみる。残りの半分
の学生は耳栓をしないで見る。それを交互に
行う。
ステップ２　振り返り
①耳栓をしていた時は，どの程度内容を理解し
たかを振り返り，耳栓をしなかった時とどの
程度，理解の幅が違うかという事に注目する。
聴覚障害といってもその聞こえのあり方は
様々であるので，そこを体験により理解する
入り口とする。
②耳栓をしているときは，口を読むことが全て
なので，今のテレビの速さは，口を読むこと
に適しているか，どのくらい神経を集中した
かということを振り返り，聴覚障害の人は手
話を使わない，様々な場面でどの様に緊張す
るかを体感する。
ステップ３　声をかける
耳栓をして学内を歩く。20分という時間を区
切って，友人がいつ声をかけるかわからない
状態を作る。
短時間ではあるがいつも通りに過ごしてみ
る。
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ステップ４　振り返り
①どの方向から声をかけられると，わかりにく
かったか，また正面からの呼びかけにはどう
だったかを振り返り，聴覚障害の人には正面
からの声かけが大切であることを学ぶ
②いつも通り過ごしていてもどこか違ったとこ
ろはなかったか。友人と話していても場所に
よっては音で遮られるところがあったり，危
険を感じる事がなかったか，ということを振
り返りを通して考える。
ステップ５　一日の音の流れを考える
①体験を通して一日の自分の行動を考え，朝，
昼，晩，深夜，にどの様な音が聞こえ，それ
らの音が聞こえなければ不自由であったり，
危険であると考えるものを拾い出す。
②グループになり各自が拾い出したものに対し
て､聴覚障害者はどの様に対応しているか，
また自分たちならどう対応するかを調査し，
考える。
ステップ６　日常生活を知る
ビデオで日常生活を知ると共に，手話が大切
な言語である事を認識する。
また，技術がなくてもメモなどでコミュニケ
ーションをはかることができる。
「見えない障害」の不自由さを，聴覚障害を
通して考える。
身体障害の体験
ステップ１　車いすの操作を学ぶ
車いすについての正しい知識と操作の仕方を
学ぶ。
ステップ２　車いすを押す
２人１組になって車いすを押す。それを交互
に繰り返す。
ステップ３　振り返り
押したときに不便だと感じたこと，押された
ときに不安だと感じたことを出し合う。
ステップ４　車いすで動いてみる
一人ずつ目標をたて，いつも自分がしている
行動の一つを車いすを使って行ってみる。
もう一人はその行動を横で観察し，どの様な
時に危険であるか，またサポートが必要かを
考える。これを交互に行う。
ステップ５　振り返り
自分の普段行っている行動が車いすだとどう
かを振り返る。どの様な時にサポートが欲し
かったか､施設がどうあると便利かというこ
とを車いすで行動していた学生の意見と，横
で観察していた学生の意見を出し合う。この
ことにより，自分が町で出会ったときのサポ
ートのポイントを知る。
ステップ６　日常生活を知る
これまでの体験をふまえ，ビデオや講演を聞
く事で身体障害者の日常生活を理解する入り
口とする。
もちろん，身体障害とは多岐にわたり，車い
すを利用することだけではなく，サポートも
車いすには限らないということをここで確認
する。
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高齢者体験
ステップ１　キットを使っての体験
高齢であることにより，体の様々なところが
動かしにくかったり，物をつかみにくくなっ
たりすることを，体験キットを使い，実感す
る。体験キットがない場合でも，軍手を重ね
てはき，物を掴んでみることで，思うように
掴めない事を体験でき，片方の腕を包帯で動
かなくすることで，不自由さを体験できる。
ステップ２　振り返り
高齢により，体が重く感じたり，掴みにくい
ことを体験し，どの様に感じたかを振り返る。
ステップ３　食事介助
食事介助の体験をし，介助される学生は，顔
を少し上に向けると，嚥下困難なことが体験
できる。これは障害者にも通じることで，ど
のタイミングでの介助が必要か，どの様なこ
とが危険かを知ることが出来る。
ステップ３　振り返り
高齢者の食事介助を通して，介助される側の
気持ちや声掛けの重要さを振り返る。
ステップ４　高齢者体験から障害を考える
高齢者という自分に当てはめて考えやすい体
験をすることで，高齢者も年を経て不自由な
部分を持つということで，身体障害と共通す
る部分が多くあり，身近な人や，出来事を思
い浮かべ，自分の事として考える。
この体験を振り返り，麻痺があることの不自
由さや，嚥下困難ということについて知り，
日常でどの様なサポートが可能かを考える。
４－２コミュニケーションと他者理解
上記で体験による障害理解に近づくための教
育プログラムを立てたが，一方で，体験が出来
にくい障害がある。
知的障害や精神障害がその主なものといえ
る。体験可能な障害と体験できにくい障害に共
通していえる教育方法としてコミュニケーショ
ンがあげられる。
コミュニケーションは言語で表す，言語的コ
ミュニケーションと，言語以外の表情や，身振
りなどで意思を伝え合う非言語的コミュニケー
ションに分かれる。
前述したように，どの様なサポートを望んで
いるかということを尋ねたり，周囲の状況を伝
えるには言語的コミュニケーションが有効であ
る。さらに，その状況を如何に適切に述べられ
るかという点においては，相手が何を望んでい
るかを知ることも必要で，表情から読み取る非
言語的コミュニケーションが必要になる。
特に，知的障害は自分の思いを的確に述べら
れる人ばかりではないので，相手の表情や，前
後の言葉から伝えたいことを汲み取り，相手に
返していくことが必要になる。
また，知的障害の人は常に接していく中で，
その人の考えていることがお互いに理解し合え
るようになるため，分かり合えるのに時間がか
かるかも知れない。また，このサポートが必要
という決まった形が無い。体験をしにくいとい
うことがサポートが難しいという障害の特性を
表わしているのかもしれない。サポートが難し
いというのは，知的障害者，一人ひとり，その
特性が違い，関わり方が違うと言う点にある。
もちろん他の障害も一人ひとり個人としてサポ
ートのあり方が変わると言うのはもちろんであ
るが，知的障害の場合，それが顕著である。そ
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こでコミュニケーションにおけるサポートが必
要になる。
コミュニケーションは，すべての障害を持つ
人を理解するうえで，重要な他者理解のための
方法であるが，特に，前述したような，知的障
害と精神障害においては体験学習という学習方
法を選択することのできない障害である。
そのためには，体験できない障害を知識とし
て理解することが必要であるが，教育プログラ
ムに体験できない障害の学習方法としてコミュ
ニケーションを体系づけることにより，障害理
解のための教育プログラム試案とする。
障害理解を考えるとき，どの障害であっても
触れ合い体験という個人レベルの触れ合いや，
理解が最も重要であることが分かる。そこに至
る入り口としての教育プログラムとして，体験
とコミュニケーションの知識が必要である。
これらのことを通して，相手の立場に立つこ
と，困っていないか，何か出来ることは無いか
と声をかけたり，ボランティアに参加したりす
るきっかけになる，または自分の考えに向き合
うきっかけとなる障害理解教育プログラムの試
案になればと考える。
５．お わ り に
人が人を理解するというのは大変難しいこと
である。また，障害理解となると，障害の種別
によっても何を求めるかということは違ってく
る。まして，個人となると教育の中で理解を求
めるのは困難である。しかし，上記に述べた共
生できる社会とは，個人と個人のかかわりこそ
が大切である。
ライトハウスの初代館長鳥居篤冶郎は「盲目
は不自由なれど，盲目は不幸にあらずとしみじ
みおもう。」と述べている。
他の障害も皆同じで不自由さはあると思うが
障害そのものは不幸ではない。もし，障害を辛
いと感じるときがあるとすれば，それは正しい
障害理解が得られず偏見に結びつくときだと考
える。
本稿で，５回にわたって考察してきた「障害
者福祉教育の課題」から導き出された結果は，
それは，障害者を理解するための教育のほんの
入り口である。
しかし，最初に述べたように，若い学生たち
が，そのやわらかい感性を持ち，障害を自分の
事として考え，行動したとき，共生と言う生活
に一歩近づくのではないかと考える。
教育は，すぐに答えが出ないかも知れない。
しかし，自分で考え，自分に向き合う時間は障
害理解のみならず，学生一人ひとりに大切なこ
とだと考える。
障害理解も同じで，障害者のため，とか障害
者を理解するということは，とりもなおさず自
分のためなのだということが，ハード面でのバ
リアフリー化をすすめている社会の姿を見ると
き，容易に理解できることである。
そのことがソフト面で社会の共通認識となっ
たとき，「障害者」や「健常者」というような
差異を表す言葉も必要が無くなり，共生社会が
実現するのではと考える。
繰り返すが，本研究はそれに向かう一歩であ
る。
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